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　この方法の問題点は、質問に対応できる状態にある教員や TA（以下、まとめて“指導員”）がわ

かりにくいことである（図 1）。ブレイクアウトルーム機能を利用するにせよ個別チャットシステム

を利用するにせよ、いま誰が質問対応している状態にあるのかを学生から知る方法がない。学生が質

問しようとして指導員に個別チャットを送っても「質問対応中です」と返されると気分のよいもので

はないし、邪魔をしてしまったと萎縮する学生もいるかもしれない。特定の指導員からサポートを受

けたい場合は他の指導員に質問するわけにもいかず、いつまで待てばよいのかもわからない。
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用した。テキストでのやりとりは DM（ダイレクトメール）でも可能だが、他人の DM はサーバ管

理者である教員からも見られないので、TA と学生の間でやりとりした内容が後で確認できるように、

できるだけテキストチャンネルを使用するよう TA に依頼した。
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会話内容からも感じられた。

を耳にしているが、授業で使用するツールが増えるほど
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が 100 名になれば、Meet などを併用しなくとも Discord のみでオンライン授業が完結する。

　最後に、Discord に限った話ではないが、画面共有と音声対話による演習サポートの最大の問題は

「音声だけで説明するのが難しい」という点であり、その第一の理由は「指導員が共有画面のどの部

分について話しているのかわかりにくい」ことであろう。回数を重ねれば口頭でのポインティングも

上達するが、ツールの機能として「相手側の共有画面へのマウスポインティング」の実装が期待され

る。その他の方法として、受講者の多い授業ではあまり実用的ではないが、リモートデスクトップを

用いたり、Google ドキュメントなど複数人で同時編集できるツールを使うことも検討したい。

　今後 COVID-19 が収束しても、大学の授業のオンライン化（オンデマンド化）は推進されていく

と予想される。将来のパンデミックに備えるというだけでなく、気象状況や教員の出張による休講を

回避したり、公欠扱いされない入院や自宅療養の間にも授業に参加できる。精神的な問題などで登学

できない学生への合理的配慮として、オンデマンド型教育の必要性は以前から叫ばれていた。さらに、

大学におけるリカレント教育（生涯学習）の提供方法としても、時間を問わず受講できるオンデマン

ド授業は有用であろう。PC 演習科目では演習サポートに時間雇用である TA を要するため、現状で

はどうしてもライブ配信授業となってしまうが、工夫次第では TA にとっても時間に融通の効く形で

働けるようになる可能性がある。

るが、週の単元には拘束されるため、どんどん先に進めたいという意欲的な学生には十分に対応でき

ていない。授業の資料・テスト・課題を LMS でオンデマンド提供し、各自の習熟度に合わせて自由

に進めてもらうことができれば、より良い学びの場になると考えている。単位取得や成績のためにテ

ストや課題をコピー＆ペーストで進めてしまう学生への対策は必要であるが、オンデマンドで提供す

るテストや課題は評価外として学生が自身の習熟度を確認するために用い、成績評価は対面での実技

テストなどで測るといった工夫はできそうである。
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